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499　　　　 夫 婦 間 リ ン パ 球 混 合 培 養遮断 抗体

　 （MLR 　Blocking　Antibody
，
　MLR −BA ） に 対応

する絨毛細胞膜抗原に関する解析

500　　 　　 胎 盤後 血 リ ン パ 球 の 機能 に つ い て

一
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．
球 と の 対比 に お い て 一
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［目的］夫 の B リン パ 球表 面抗 原 に 向 け られ て い

る MLR −BA は妊娠 の 免疫 的維持機 構に 重 要なか

か わ り合 い を持つ とされ て い る． こ の MLR −BA

が 母 児間 の 接点 をなす絨毛 細胞 に対 して 直 接的 に

ど の様な免疫的反応 を示 すか を解析 した．［方法］

15 例 の 満 期 胎盤 よ り Smith らの 方法 に よ り絨毛

細 胞膜成分 （Placental　Plasma 　Membrane 　Vesi．

cle ，　 PMV ）を抽出 し，同時に その 児 11
ン パ 球の

HLA タイ ピ ン グを行 っ た．  母体 血清 を 自己 の

PMV に よ り 24時 間吸収 し，吸収 前後 の MLR −

BA 活性 〔＝ （1一被検血 清添加 MLR （cpm ）／対照

血 清添加 MLR （cpm ）〉× 100％〕を測定 した．ま た

他人 の PMV に よ っ て も吸収 し，
　 MLR −BA 活性

の 変化 と HLA の 共 通性 に つ い て検 討 した ．  夫

リ ン パ 球 の 代 わ りに PMV を用 い て リン パ 球 と混

合培養 を行 い 反応 を測定 し，MLR の 場合 と同様

に ， 自己母体 血清 に こ の 反応 を抑制する抗体活性

が 存在 する か 否 か 検 討 し た．また 他 入母体 血清 の

抑制活性お よび HLA の共通性に つ い て も検討 し

た ．［成績］  MLR −BA 活性 は 自己の PMV に よ

る吸収で 全例が 有意に低下 し，他人の PMV で は

15 例 中 2 例 を除 い て MLR −BA 活性 は変化せ ず，

allospecificな吸収効果が 認め られ た．  リン パ 球

は PMV と の 混合培養 に お い て 有意 の 反 応 を示

し，
こ の 反 応は 自己母体 血 清 で全 例 が 抑制 され た

（抑制 活性 ＝60．9± 19．0％ ）．他 人母体血 清で は 15

例中 5 例の み しか 抑制 されず （抑 制活性 ＝32．7±

37．9％），
allospecific な抑制効 果 が 認 め られ た．

［結論］絨毛 細胞膜 に は MLR −BA に対応す る ア ロ

抗原が 存在する こ とを観察 し， 母体 血清中の 抗体

が こ の ア ロ 抗 原 に 対 して 免疫的遮 断作用 をもつ 可

能性 を指摘 した．

【目的 】同種 移植 の 成功 例 と い え る妊 娠 に は 全身

的 ，局 所的 に 種 々 の 免疫学 的因子が働 い て い る と

考え られ ，今回我 々 は 母児 間の接点 の 絨毛間腔 の

血液の リ ン パ 球に 免疫抑制機構が 存在 す る か を検

討 し た 。

【方法 】正期産 の 児 分娩 ，胎盤 剥離 後 の 胎 盤後 血

を 採取 し，対照 と して 同
一一妊婦 の 末梢血 を用 い ，

双 方を比 重遠心 法 に て リ ン パ 球を 分離 した （各 々

を RPL ，　 PBL と略す ）。 い ず れ の リ ン パ 球 も ト リ

パ ン ブ ル ーに よ る 検定 で 98 ％ 以上 の viability を 示

した 。 両 者 の PHA ，　 Con 　A に 対す る 増殖 反 応 ，臍

帯 血 ，第 三 者 リ ン パ 球 を stimulator （Cm ，　 Vm ＞と

し た one −way 　MLR ， モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体 （mAb ）

（OK シ リーズ ）で Tcell　 subset の 分析 を行 っ た 。

リ ン パ 球 の rlL
−2 （シ オ ノ ギ）添加 に よ る増 殖 反 応

を 検 討 し，抗 IL−2 レ セ プ タ
ー

（IL−2R ）（mAb ）を

用 い て IL−2R の 測定 を 行 っ た 。

【成績 】PHA
，
　 Con 　A 反 応 で は RPL は PBL と比

較 して 有 意 に 低 反 応 を示 し，one −way 　MLR で も

同様の 結果を 得 た 。 Tce11　subset の 分析で は RPL

は CD 　3
＋

，
　 CD4

斗

細胞 優 位 で
，
　 CD8 ＋

細 胞は PBL

に 比 しよ り少 なか っ た 。 こ れ に よ り mitogen 反 応

と MLR に み ら れ た RPL の 低 反 応 は Subset の 差 や

リ ン パ 球 の viability の 差で は な く，Tcell 機能 を

反 映 し て い る と考 え られ る 。 rlL
−2 に よ る リ ン パ

球 増殖 反 応 で は RPL は 有意 に 低 い 反応 を 示 し，抗

lL−2R 抗 体 を 用 い た IL−2R 測 定 で は RPL の 方が

1レ 2R 発 現 が 少 な か っ た 。

【結 論 】母 児間 の 接 点 の リ ン パ 球 に IL −2R の 発 現

が 少 な い こ と は 局所性 免疫 抑 制機 構 に 貢献 して い

る と考え られ る 。
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